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巻
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平
成
三
〇
年
十
二
月

証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て

桑

原

昭

信

一
　
は
じ
め
に

龍
樹
造
と
さ
れ
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』（
以
下
、『
十
住
論
』）
を
、
親

鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
三
）
が
受
用
す
る
意
義
を
起
点
と
し
、
現
在
は

師
で
あ
る
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
を
始
め
、
そ
の
周
辺
へ
と
目

を
向
け
て
い
る
。
浄
土
教
に
お
け
る
『
十
住
論
』
の
位
置
づ
け
は
未
だ

不
明
確
な
部
分
も
あ
り
、
こ
の
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
論
考
に
お
い
て
は
法
然
門
下
の
高
弟
の
一
人
で
あ
り
、
浄
土
宗
西
山

派
の
祖
師
で
あ
る
証
空
（
一
一
七
七
―
一
二
四
七
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
す
る
。

証
空
の
龍
樹
や
『
十
住
論
』
等
に
対
す
る
言
及
に
つ
い
て
は
、『
序

分
義
自
筆
御
鈔
』
や
『
往
生
礼
讃
自
筆
御
鈔
』
に
あ
る
が
、
具
体
的
な

文
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
証
空
の
著
作
の
な
か
、
言
及
の
あ
る
も
の
は
他
に
も

い
く
つ
か
あ
る
が
）
2
（

、
一
先
ず
は
上
記
二
つ
を
中
心
と
し
て
精
読
し
、

『
十
住
論
』
の
理
解
と
活
用
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
証
空
の
『
十
住
論
』
理
解

善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
の
註
釈
で
あ
る
『
往
生
礼
讃
自
筆
鈔
』
に
、

基
本
的
理
解
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。『
往
生
礼
讃
』
は
願
生
行
者
が
日

常
修
め
る
六
時
の
礼
法
の
な
か
、
龍
樹
造
と
さ
れ
る
「
十
二
礼
」
を
中

夜
讃
に
用
い
る
。
こ
の
前
序
に
は
、

謹
テ
依
二テ
大
經
及
ヒ
龍
樹
天
親
此
ノ
土
ノ
沙
門
等
ノ
所
造
ノ
往
生
禮
讃
一ニ
集
二
在
ジ
一

處
一ニ
分
テ
作
二シ
六
時
一 

（『
浄
全
』
四
・
三
五
四
頁
上
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
龍
樹
」
に
つ
い
て
証
空
は
、

龍
樹
、
ト
イ
ハ
、
新
譯
ニ
ハ
龍
猛
ト
云
フ
。（
中
略
）
終
ニ
、
十
住
毘
婆
娑
論

ヲ
造
リ
テ
、
自
力
、
他
力
ノ
二
門
ヲ
立
テ
、
濁
世
ノ
凡
夫
ニ
他
力
易
行
ノ
淨
土

ヲ
授
ケ
給
フ
。
歡
喜
地
ヲ
證
得
シ
テ
極
楽
ニ
往
生
ス
ベ
シ
、
ト
佛
ノ
經
）
3
（

ノ
中
ニ

説
キ
置
カ
レ
テ
、
其
ノ
益
ヲ
顯
ハ
シ
給
フ
其
ノ
徳
實
ニ
不
思
議
ナ
リ
。 

 

 

（『
西
叢
』
三
・
二
頁
上
）

と
、
註
釈
し
て
い
る
。
一
に
は
龍
樹
が
『
十
住
論
』
を
造
論
、
二
に
は
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証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
（
桑

原
）

『
十
住
論
』
に
お
い
て
、
自
力
と
他
力
の
教
説
を
示
し
、
こ
れ
ら
は
濁

世
の
凡
夫
へ
の
他
力
易
行
の
浄
土
を
教
授
す
る
こ
と
が
目
的
、
三
に
は

歓
喜
地
を
得
証
し
て
往
生
浄
土
を
果
た
し
た
、
と
い
う
三
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中
夜
讃
の
註
釈
の
冒
頭
に
お
い
て
は
、

次
ニ
、
中
夜
ノ
偈
ハ
龍
樹
菩
薩
ノ
造
、
別
行
ノ
文
ナ
リ
。
楞
伽
經
ノ
説
ニ
カ
ナ

ヒ
テ
安
楽
國
ニ
往
生
シ
給
フ
ベ
キ
故
ニ
、
浄
土
ヲ
宗
ト
ス
ル
心
ア
リ
テ
、
十
住

毘
婆
娑
論
等
ノ
中
ニ
往
生
ヲ
勸
ム
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
別
行
ノ
禮
法
ヲ
作
リ

テ
、
往
生
ノ
行
業
ヲ
勸
メ
給
フ
モ
ノ
ナ
リ
。 

（『
西
叢
』
三
・
七
一
頁
下
）

と
、『
楞
伽
経
』
の
説
示
に
基
づ
い
て
往
生
浄
土
を
宗
と
す
る
心
が
あ

る
と
し
、『
十
住
論
』
等
に
お
い
て
往
生
を
勧
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

別
し
て
「
十
二
礼
」
を
造
っ
て
往
生
の
行
業
を
勧
め
て
い
る
と
。

以
上
、
証
空
の
龍
樹
や
『
十
住
論
』、
そ
し
て
「
十
二
礼
」
に
つ
い

て
の
基
本
的
理
解
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
楞
伽
経
』
や

「
十
二
礼
」
の
依
用
が
目
立
ち
、
所
謂
、
伝
統
的
な
浄
土
教
理
史
上
の

龍
樹
理
解
の
踏
襲
で
あ
る
。

三
　『
十
住
論
』
所
説
の
教
説
の
活
用

『
観
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
善
導
の
註
釈
書
で
あ
る
『
観
経
疏
』
の

四
疏
の
な
か
、『
観
経
序
分
義
』
に
対
す
る
証
空
の
註
釈
書
が
『
序
分

義
自
筆
御
鈔
』
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
教
相
判
釈
が
示
さ
れ
、『
十
住

論
』
所
説
の
難
易
二
道
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。

善
導
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
発
起
序
を
七
つ
に
分
け
、
こ
の
五
番
目

を
韋
提
希
が
浄
土
を
願
い
求
め
る
因
縁
を
明
か
す
と
し
、「
欣
浄
縁
」

と
称
す
る
。
ま
た
、
善
導
は
「
欣
浄
縁
」
を
さ
ら
に
八
つ
に
分
け
、
こ

の
八
番
目
を
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
特
別
な
行
を
、
韋

提
希
が
請
求
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
一
段
と
釈
し
て
い
る
。

証
空
は
こ
の
一
段
を
釈
す
な
か
、
問
答
を
設
け
て
い
る
。

問
フ
テ
云
ク
、
佛
ハ
三
達
ノ
聖
ナ
リ
。
衆
生
ノ
機
ヲ
鑑
ミ
、
時
ノ
宜
シ
キ
ヲ
知

リ
テ
、
法
ヲ
説
キ
給
フ
。
韋
提
直
チ
ニ
所
求
ノ
處
ヲ
請
シ
テ
行
ヲ
請
セ
ザ
ラ
ン

ス
ラ
、
ナ
ホ
進
ミ
テ
得
生
ノ
行
ヲ
説
キ
給
フ
べ
シ
。
何
ニ
況
ン
ヤ
、
韋
提
所
求

ノ
處
ヲ
請
シ
、
去
行
ヲ
兼
ネ
タ
リ
。
佛
此
ノ
二
請
ニ
付
キ
テ
、
光
臺
ニ
国
ヲ
現

ジ
テ
、
所
求
ノ
處
ヲ
選
バ
シ
ム
ト
雖
モ
、
去
行
ヲ
答
ヘ
ズ
シ
テ
、
重
ネ
テ
、
教

我
思
惟
、
正
受
、
ト
請
セ
シ
ム
ル
、
何
ノ
故
カ
ア
ル
ヤ
。 

 

 

（『
西
叢
』
一
・
二
一
六
頁
下
）

と
、
韋
提
希
を
し
て
「
教
我
思
惟
」「
教
我
正
受
」
と
請
求
せ
し
め
る

所
以
を
問
い
、
答
え
に
お
い
て
難
易
二
道
の
教
説
を
依
用
し
て
い
る
。

答
ヘ
テ
云
ク
、
佛
教
ニ
於
テ
大
キ
ニ
分
チ
テ
二
ア
リ
。
一
ハ
、
行
門
自
力
ノ

教
、
五
乘
ノ
用
ニ
課
セ
テ
是
ヲ
説
ク
。
十
住
毘
婆
娑
論
ニ
ハ
、
難
行
道
ト
立
テ

タ
リ
。
安
樂
集
ニ
ハ
、
聖
道
門
ト
號
ス
。
三
乘
、
四
乘
、
入
聖
得
果
ノ
道
皆
此

ノ
中
ニ
攝
ス
。
二
ハ
、
他
力
觀
門
ノ
教
、
一
實
ノ
機
ニ
蒙
ラ
シ
メ
テ
是
ヲ
説

ク
。
十
住
毘
婆
娑
論
ニ
ハ
、
易
行
道
ト
立
テ
タ
リ
。
安
樂
集
ニ
ハ
、
淨
土
門
ト

號
ス
。
四
十
八
願
利
生
ノ
謂
、
此
ノ
中
ニ
顯
ル
。 

 

 

（『
西
叢
』
一
・
二
一
七
頁
上
）（
※
傍
線
は
筆
者
）
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証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
（
桑

原
）

と
、『
十
住
論
』
所
説
の
難
易
二
道
と
、『
安
楽
集
』
所
説
の
聖
浄
二
門

を
論
拠
と
す
る
「
仏
教
」
に
つ
い
て
の
教
相
判
釈
を
、
今
処
に
お
い
て

説
示
す
る
証
空
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
続
け
て
証
空
は
、

然
ル
ニ
、
韋
提
ノ
所
求
、
去
行
ノ
二
ノ
請
ヲ
受
ク
ト
雖
モ
、
是
行
門
自
力
ノ
心

ナ
ル
故
ニ
、
佛
ハ
、
他
力
観
門
ノ
法
ヲ
説
キ
テ
、
濁
世
ノ
凡
夫
ノ
出
離
ヲ
成
ゼ

ン
ト
思
シ
召
ス
。 

（『
西
叢
』
一
・
二
一
七
頁
上
）

と
、
韋
提
希
自
ら
が
起
こ
し
た
、
憂
悩
な
き
処
と
そ
こ
へ
往
生
す
る
行

法
の
二
つ
の
請
求
を
「
行
門
自
力
」
と
し
、
ま
た
、
世
尊
が
光
を
放
っ

て
十
方
諸
仏
の
浄
妙
の
国
土
を
現
じ
、
韋
提
希
に
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世

界
も
見
せ
、
願
生
せ
し
め
た
こ
と
を
「
他
力
観
門
」
と
釈
し
て
い
る
。

此
ノ
観
門
ノ
法
ハ
、
自
ラ
ノ
修
因
ノ
得
ル
所
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
佛
力
ヲ
以
テ
報

土
不
思
議
ノ
境
界
ヲ
見
セ
シ
ム
ル
ニ
、
二
ノ
請
ヲ
答
フ
ル
心
ア
ル
ナ
リ
。
其
ノ

故
ハ
、
報
土
ハ
凡
夫
自
力
ノ
入
ル
べ
キ
分
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
佛
力
加
シ
テ

是
ヲ
見
セ
シ
ム
ル
ニ
、
弘
願
念
仏
ノ
行
相
顕
ル
べ
シ
。
然
ラ
バ
、
見
ル
事
既
ニ

佛
力
ニ
依
ル
ト
知
リ
ナ
バ
、
生
ル
ル
事
又
佛
願
ニ
依
ル
ト
知
ル
べ
シ
。 

 

 

（『
西
叢
』
一
・
二
一
七
頁
上
）

と
、
さ
ら
に
述
べ
、
自
力
で
は
な
く
、
仏
力
を
も
っ
て
の
み
諸
の
請
求

の
満
足
を
明
示
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
難
易
二
道
と
聖
浄
二
門

を
論
拠
と
す
る
教
相
判
釈
を
示
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
二
つ
の
教
説
が
そ
の
論
拠
と
な
り
得
て
い
る
か
ど
う

か
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
れ
に
先
が
け
、
難
易
二

道
、
聖
浄
二
門
と
い
う
各
名
目
の
使
用
に
つ
い
て
、
一
つ
確
認
し
た
い

こ
と
が
あ
る
。
法
然
は
『
選
択
集
』
二
門
章
に
お
い
て
、

且
曇
鸞
法
師
往
生
論
注
云
謹
案
龍
樹
菩
薩
十
住
毗
婆
沙
云
菩
薩
求
二
阿
毗
跋

致
一
有
二
二
種
道
一。
一
者
難
行
道
。
二
者
易
行
道
。（
中
略
）
譬
如
二
水
路
乘
船

則
樂
一。（
已
上
）
此
中
難
行
道
者
即
是
聖
道
門
也
。
易
行
道
者
即
是
淨
土
門
也
。

難
行
易
行
聖
道
淨
土
其
言
雖
レ
異
其
意
是
同
。
天
台
迦
才
同
レ
之
。
應
知
。 

 

 

（『
浄
全
』
七
・
五
頁
）

と
、『
往
生
論
註
』
冒
頭
の
『
十
住
論
』
の
難
易
二
道
に
関
わ
る
説
示

を
引
用
し
、「
此
中
」
の
「
難
行
道
」
は
「
聖
道
門
」、「
易
行
道
」
は

「
浄
土
門
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
証
空
門
弟
の
証
入
は
『
観
経
疏

玄
義
分
他
筆
抄
』
に
お
い
て
、

問
ヒ
テ
云
ク
、
攝
論
ノ
成
佛
ト
往
生
ト
ノ
二
ノ
別
時
ハ
何
心
ヲ
顯
ハ
ス
ヤ
。
答

ヘ
テ
云
ク
、
難
行
、
易
行
ノ
二
道
ヲ
顯
ハ
ス
ナ
リ
。
問
ヒ
テ
云
ク
、
然
ラ
バ
、

十
住
毘
婆
沙
論
ノ
難
行
、
易
行
ト
同
ジ
ト
云
フ
ベ
シ
ヤ
。
答
ヘ
テ
云
ク
、
然
ナ

リ
。
オ
ヨ
ソ
、
十
住
毘
婆
沙
（
龍
樹
菩
薩
）、
難
易
二
行
、
攝
論
（
天
親
菩
薩
）

ニ
成
佛
ト
往
生
ト
、
淨
土
論
ノ
註
（
曇
鸞
法
師
）
ニ
自
力
ト
他
力
ト
、
安
樂
集

（
道
綽
禪
師
）
ニ
聖
道
ト
淨
土
ト
、
是
等
ハ
言
異
ニ
シ
テ
其
ノ
心
是
同
ジ
。 

 

 

（『
西
叢
』
五
・
一
四
六
頁
上
）

と
、
各
名
目
を
同
意
と
し
、
師
資
相
承
の
主
張
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、『
十
住
論
』、『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
易

二
道
と
、『
安
楽
集
』
所
説
の
聖
浄
二
門
に
つ
い
て
、
論
拠
と
な
り
得

る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
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証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
（
桑

原
）

◆
『
十
住
論
』
所
説
の
難
易
二
道
（
概
要
）
よ
り

佛
法
有
二
無
量
門
一
。
如
二
世
間
道
有
レ
難
有
レ
易
、
陸
道
歩
行
則
苦
、
水
道
乘
船

則
樂
一
。
菩
薩
道
亦
如
レ
是
。
或
有
二
勤
行
精
進
一
。
或
有
下
以
二
信
方
便
易
行
一

疾
至
二
阿
惟
越
致
一
者
上
。 

（『
大
正
』
二
六
・
四
一
頁
中
）

『
十
住
論
』
の
「
易
行
品
」
に
お
い
て
、
無
量
の
法
門
を
「
難
」
と

「
易
」
と
に
分
釈
す
る
な
か
、
先
ず
「
難
」
に
つ
い
て
は
「
勤
行
精
進
」

と
あ
り
、
具
体
的
に
は
諸
の
難
行
を
長
い
間
修
め
、
二
乗
に
堕
す
危
険

も
有
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
こ
の
難
た
る
所
以
と
す
る
。
ま
た
、「
易
」

に
つ
い
て
は
「
信
方
便
易
行
」
と
あ
り
、
仏
、
菩
薩
の
名
を
恭
敬
心
を

も
っ
て
執
持
し
て
称
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
名
の
な
か
に
は
阿
弥
陀

仏
も
含
ま
れ
、
多
数
の
仏
、
菩
薩
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、『
十
住
論
』
は
『
十
地
経
』
所
説
の
十
地
に
つ
い
て
の

解
説
書
で
あ
り
、
様
々
な
大
乗
経
典
の
要
説
に
基
づ
き
な
が
ら
、
大
乗

菩
薩
道
の
完
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
論
の
主
題
で
あ
る
。

対
象
と
し
て
様
々
な
機
根
の
者
が
想
定
さ
れ
、「
易
行
品
」
に
お
い
て

は
、
儜
弱
怯
劣
の
者
が
三
難
に
陥
る
こ
と
な
く
、
阿
惟
越
致
地
に
至
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
信
方
便
易
行
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀

仏
や
往
生
浄
土
に
関
す
る
説
示
は
極
一
部
で
あ
り
、
論
の
主
題
か
ら
す

れ
ば
、
法
然
の
「
傍
明
二
往
生
浄
土
一
之
教
」（『
浄
全
』
七
・
五
頁
）
と
い

う
理
解
は
至
極
当
然
で
あ
る
。
諸
仏
の
優
劣
は
語
ら
れ
ず
、
ま
た
、
易

行
を
も
っ
て
の
み
所
求
の
満
足
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
わ
け
で
も
な
い

こ
と
よ
り
、
前
の
論
拠
と
し
て
は
不
適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

◆
『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
易
二
道
（
概
要
）
よ
り

謹
テ
案
ス
ル
ニ
龍
樹
菩
薩
ノ
十
住
毗
婆
沙
ニ
云
菩
薩
求
二ル
ニ
阿
毗
跋
致
一ヲ
有
二
二
種
ノ
道
一
一
ニ

者
難
行
道
二
ニ
者
易
行
道
ナ
リ
難
行
道
ト
者
謂
於
二
五
濁
ノ
之
世
於
無
佛
ノ
時
一ニ
求
二ル
ヲ

阿
毗
跋
致
一ヲ
爲
レ
難
ト
（
中
略
）
五
ニ
者
唯
是
レ
自
力
ニ
シ
テ
無
二シ
他
力
ノ
持
一
如
レキ
斯
ノ

等
ノ
事
觸
レテ
目
ニ
皆
是
ナ
リ
譬
ハ
如
二シ
陸
路
ノ
歩
行
ハ
則
苦
一キ
カ
易
行
道
ト
者
謂
但
以
二
信

佛
ノ
因
縁
一ヲ
願
レス
レ
ハ
生
二セ
ン
ト
淨
土
一ニ
乘
二シ
テ
佛
ノ
願
力
一ニ
便
得
レ
往
二
生
ス
ル
コ
ト
ヲ
彼
ノ
淸

淨
ノ
土
一ニ
佛
力
住
持
シ
テ
即
入
二ル
大
乘
正
定
ノ
之
聚
一ニ
正
定
ハ
即
是
レ
阿
毗
跋
致
ナ
リ
譬
ハ

如
二シ
水
路
ノ
乘
船
ハ
則
樂
一キ
カ 

（『
浄
全
』
一
・
二
一
九
頁
上
）

『
往
生
論
註
』
冒
頭
に
お
い
て
、『
十
住
論
』
所
説
の
難
易
二
道
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
難
行
道
」
の
難
た
る
所
以
に
つ
い
て
は
、
五
濁
の

世
、
無
仏
の
時
に
阿
毘
跋
致
を
求
め
る
こ
と
と
示
し
、
続
け
て
具
体
的

な
在
り
方
を
五
つ
示
す
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
五
番
目
の
「
た
だ
こ
れ

自
力
の
み
に
し
て
他
力
の
持
つ
な
し
」
を
本
義
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
「
易
行
道
」
に
つ
い
て
は
、
信
仏
の
因
縁
を
も
っ
て
願
生
し
、

仏
願
力
に
乗
じ
て
浄
土
に
往
生
し
、
仏
力
住
持
し
て
大
乗
正
定
聚
に
入

る
と
示
し
、
こ
れ
は
専
ら
仏
力
、
仏
願
力
に
乗
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

阿
毘
跋
致
に
至
り
、
遂
に
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
就
す
る
の
で

あ
り
、
専
ら
仏
願
力
に
乗
託
す
る
こ
と
を
も
っ
て
「
易
行
道
」
の
易
た

る
所
以
が
示
さ
れ
て
い
る
。



― 107 ―

証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
（
桑

原
）

曇
鸞
は
論
全
体
を
通
し
て
他
力
・
仏
力
・
仏
願
力
・
阿
弥
陀
仏
の
本

願
力
を
同
意
と
し
て
用
い
、
末
尾
に
お
い
て
は
改
め
て
自
力
と
他
力
に

つ
い
て
説
明
し
、
力
に
乗
ず
べ
き
こ
と
を
聞
き
て
信
心
を
生
ず
る
こ
と

を
勧
め
、
自
ら
分
を
局
る
こ
と
を
戒
め
る
の
で
あ
る
。
自
力
（
＝
難
行

道
）
で
は
な
く
、
他
力
等
（
＝
易
行
道
）
に
よ
っ
て
の
み
所
求
の
満
足
す

る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
前
の
論
拠
と
し
て
は
適
当
で
あ
る
。

◆
『
安
楽
集
』
所
説
の
聖
浄
二
門
（
概
要
）
よ
り

依
二ル
ニ
大
乘
ノ
聖
敎
一ニ
良
ニ
由
レル
不
下ル
ナ
リ
得
二テ
二
種
勝
法
一ヲ
以
排
中ハ
生
死
上ヲ
是
ヲ
以
不
レ
出
二テ

火
宅
一ヲ
何
ヲ
カ
者
爲
レ
二
ト
一
ニ
ハ
謂
ク
聖
道
二
ニ
ハ
謂
ク
往
生
淨
土
ナ
リ
其
ノ
聖
道
ノ
一
種
ハ

今
時
難
レシ
證
シ
一
ニ
ハ
由
下ル
去
二ル
コ
ト
大
聖
一ヲ
遙
遠
上ナ
ル
ニ
二
ニ
ハ
由
二ル
理
深
ク
解
微
一ナ
ル
ニ
是
ノ

故
ニ
大
集
月
藏
經
云
我
カ
末
法
時
中
ノ
億
億
ノ
衆
生
起
レシ
行
ヲ
修
レン
ニ
道
ヲ
未
レタ
有
二ラ
一

人
モ
得
ル
者
一
當
今
ハ
末
法
現
ニ
是
レ
五
濁
惡
世
ナ
リ
唯
有
二テ
淨
土
一
門
一ノ
ミ
可
レキ
通
入
一ス

路
ナ
リ 

（『
浄
全
』
一
・
六
九
二
頁
下
）

大
三
大
門
に
お
い
て
、
生
死
を
出
離
す
る
た
め
の
法
と
し
て
「
聖

道
」
と
「
往
生
浄
土
」
の
二
つ
を
挙
げ
る
。
先
ず
、
釈
尊
が
滅
し
て
久

し
く
、
聖
道
の
教
え
の
深
遠
さ
に
対
し
て
衆
生
の
理
解
力
が
乏
し
い
こ

と
を
も
っ
て
、
そ
の
得
証
し
難
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
既

に
末
法
で
あ
る
現
在
に
お
い
て
は
、「
往
生
浄
土
」
の
一
門
の
み
通
入

す
べ
き
と
勧
め
る
の
で
あ
る
。
道
綽
は
第
一
大
門
に
お
い
て
教
興
の
所

由
を
明
か
す
な
か
、
時
代
と
人
に
即
応
す
る
点
（
約
時
被
機
）
に
教
の

意
義
を
見
出
し
、
こ
の
聖
浄
二
門
の
説
示
と
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
大
三
大
門
は
『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
行
道
と
易
行
道
の
文
を

引
用
し
、
そ
の
末
尾
の
自
力
・
他
力
の
説
示
、
そ
し
て
、
他
力
へ
の
乗

託
を
勧
め
る
一
段
の
抄
出
で
始
ま
っ
て
い
る
。
道
綽
も
全
体
を
通
し
て

難
行
道
・
自
力
・
聖
道
門
、
易
行
道
・
他
力
・
浄
土
門
の
各
名
目
を
同

意
と
し
て
用
い
、
こ
の
大
門
を
「
何
ソ
不
三ル
捨
レテ
難
ヲ
依
二ラ
易
行
道
一ニ
矣
」

（『
浄
全
』
一
・
六
九
四
頁
上
）
と
結
び
、
易
行
道
に
依
る
こ
と
を
勧
め
る

の
で
あ
る
。
聖
道
門
（
＝
難
行
道
・
自
力
）
で
は
な
く
、
浄
土
門
（
＝
易

行
道
・
他
力
）
に
よ
っ
て
の
み
所
求
の
満
足
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
お

り
、
前
の
論
拠
と
し
て
は
こ
れ
も
適
当
で
あ
る
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、
証
空
の
龍
樹
や
『
十
住
論
』
に
関
す
る
理
解
と
活
用
状
況
を

確
認
し
た
。
基
本
的
理
解
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
浄
土
教
理
史
上
の
龍

樹
理
解
の
踏
襲
で
あ
る
。
や
は
り
、
善
導
の
著
作
に
お
け
る
『
十
住

論
』
等
の
引
用
状
況
や
、
法
然
を
は
じ
め
と
す
る
諸
師
の
『
往
生
論

註
』
所
説
の
『
十
住
論
』
の
難
易
二
道
の
依
用
が
目
立
つ
こ
と
も
、
こ

の
理
由
と
し
て
当
て
は
ま
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
理
解
を
も
っ
て
の
活
用
で
あ
る
。『
序
分
義
自
筆
御
鈔
』
所
説

の
教
相
判
釈
に
お
い
て
は
、「
十
住
毘
婆
娑
論
ニ
ハ
、
難
行
道
ト
立
テ

タ
リ
」、「
十
住
毘
婆
娑
論
ニ
ハ
、
易
行
道
ト
立
テ
タ
リ
」
と
述
べ
な
が

ら
も
、
実
際
に
は
『
十
住
論
』
の
原
文
に
基
づ
い
た
意
で
は
な
く
、

『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
易
二
道
の
意
と
し
て
、
証
空
は
用
い
て
い
る
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証
空
に
お
け
る
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
受
用
に
つ
い
て
（
桑

原
）

の
で
あ
る
。
厳
密
に
は
『
十
住
論
』
の
受
用
と
は
言
い
難
い
が
、
上
述

の
通
り
、
自
力
で
は
な
く
、
仏
力
を
も
っ
て
の
み
所
求
の
満
足
を
明
示

す
る
た
め
の
論
拠
と
し
て
は
、『
往
生
論
註
』
所
説
の
難
易
二
道
の
教

説
は
適
当
で
あ
り
、
一
貫
し
た
理
解
と
活
用
で
あ
る
。

他
の
法
然
の
門
下
の
な
か
に
は
、『
十
住
論
』
所
説
の
易
行
道
に
つ

い
て
様
々
に
検
討
を
加
え
、『
往
生
論
註
』
の
説
示
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
な
い
者
も
あ
る
）
4
（

。
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
証
空
は
『
楞
伽
経
』
や

『
往
生
論
註
』
の
説
示
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
そ
の
正
否
に
つ
い
て
言

及
し
な
い
こ
と
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
り
、
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。ま

た
、
証
空
門
弟
の
実
信
の
聞
書
で
あ
る
『
法
事
讃
積
学
鈔
』
に

は
、「
海
徳
初
際
如
来
」
に
つ
い
て
『
十
住
論
』
所
説
の
「
海
徳
仏
」

と
重
ね
て
解
釈
し
て
い
る
（『
西
叢
』
三
・
一
七
五
頁
下
）。
こ
の
検
討
に

つ
い
て
は
機
を
改
め
て
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

1　

中
西
﹇
二
〇
〇
九
﹈
二
二
六
―
二
三
〇
頁
。
中
西
﹇
二
〇
一
一
﹈、

一
三
五
、
二
〇
八
頁
。
井
上
﹇
二
〇
〇
五
﹈
三
九
―
四
〇
頁
を
参
照
。

2　

証
空
の
自
筆
に
は
『
玄
義
分
自
筆
御
鈔
』
巻
一
（『
西
叢
』
一
・
八
頁

上
）
や
、『
観
念
法
門
自
筆
御
鈔
』
巻
上
（『
西
叢
』
四
・
一
五
〇
頁
下
）

等
が
あ
り
、
門
弟
の
聞
書
に
は
証
入
『
観
経
序
分
義
他
筆
抄
』
上
（『
西

叢
』
五
・
二
〇
〇
頁
上
）
等
が
あ
る
。

3　

注
記
に
は
「
入
楞
伽
經
巻
九
、
總
品
第
一
八
（
大
正
一
六
、
五
六
九
上

二
七
）」
と
あ
る
（『
西
叢
』
三
・
九
頁
上
）。

4　

桑
原
﹇
二
〇
一
六
・
二
〇
一
七
﹈
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
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